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1988年から10年おきに同じ調査設計 ほぼ同じ質問内容を聴取する と調査⽬的

調査概要
1988年から10年おきに同じ調査設計でほぼ同じ質問内容を聴取することで、
家族の価値観や暮らしぶり、夫と妻の意識･⾏動の変化を追跡する。

⾸都40km圏

調査⽬的

調査地域

妻の年齢が20〜59歳の夫婦が同居する世帯
対象条件：①②の両⽅に該当する世帯
①夫がサラリーマンであること
②夫と妻が同居していること(⼦どもの有無は問わない)

調査対象

②夫と妻が同居していること(⼦どもの有無は問わない)

630世帯(2018年：夫630⼈・妻630⼈ 合計1,260⼈)調査世帯数
(世帯)

妻20〜29歳 妻30〜39歳 妻40〜49歳 妻50〜59歳 合計
2018年 41 184 238 167 6302018年 41 184 238 167 630
2008年 57 208 173 162 600
1998年 146 323 422 309 1,200
1988年 149 446 366 223 1,185

1988年の合計には、妻の年齢が不明な１世帯を含む

調査⼿法 訪問留置⾃記⼊法
調査票は２種類
・妻票…家族や家庭について妻のみが記⼊する｢世帯票｣と、夫と妻がそれぞれ記⼊する｢個⼈票｣の２部構成
・夫票…夫と妻がそれぞれ記⼊する｢個⼈票｣のみ
※フェース(対象者属性)項⽬は｢世帯票｣｢個⼈票｣の両⽅で聴取しているが データは｢集計表(世帯票)｣にまとめて掲載

調査期間

※フェ ス(対象者属性)項⽬は｢世帯票｣｢個⼈票｣の両⽅で聴取しているが、デ タは｢集計表(世帯票)｣にまとめて掲載。

2018年 2 ⽉ 7 ⽇ 〜 3 ⽉12⽇
2008年 6 ⽉12⽇ 〜 7 ⽉ 7 ⽇
1998年 1 ⽉ 8 ⽇ 〜 2 ⽉ 2 ⽇

調査会社

1988年 8 ⽉ 3 ⽇ 〜 8 ⽉22⽇

株式会社 東京サーベイ･リサーチ
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動作環境と操作⼿順

必要なシステム
家族調査 集計表をご覧いただくには、以下のシステムが必要になります。
対応OS Microsoft Vista、7 (32bit ⽇本語版)
必要ソ トウ ア i f l 200 20 0 (32bi ⽇本語版)必要ソフトウェア Microsoft Excel 2007、2010 (32bit ⽇本語版)
ハードウェア 空きメモリ512Mバイト以上

Excel ファイルを⽴ち上げる時の注意

[Excel 2007]の場合
画⾯上部のメッセ ジバ (数式バ の上)に 以下の｢セキュリティの警告｣が表⽰されます

Excel ファイルを⽴ち上げる時の注意
家族調査 集計表は、マクロ(グラフ作成プログラム)を含んでいますので、マクロを有効にしてからご利⽤ください。

画⾯上部のメッセージバー(数式バーの上)に、以下の｢セキュリティの警告｣が表⽰されます。
｢オプション｣をクリックし、｢このコンテンツを有効にする｣に変更してからご利⽤ください。

[Excel 2010]の場合
画⾯上部のメッセージバー(数式バーの上)に、以下の｢セキュリティの警告｣が表⽰されます。
｢コンテンツの有効化｣をクリックしてからご利⽤ください。
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集計表の⾒⽅[質問項⽬インデックス]
○印をクリックすると、該当するデータをご覧になれます。

Copyright 2018 Hakuhodo Institute of Life and Living, Hakuhodo Inc. ○印をクリックすると、該当するデータをご覧になれます。
妻 妻 妻 妻 妻 妻

○印をクリックすると、該当するデ タをご覧になれます。
ご覧になりたい質問項⽬の対象者区分(妻全体、妻40代など)を
クリックすると、該当するデータを表⽰します。

全
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専
業
主
婦
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職
主
婦

博報堂⽣活総合研究所 家族調査2018

質問項⽬インデックス

質問分野 質問項⽬ 妻全 妻30 妻40 妻50 妻専 妻有
 01.コミュニケーション

・ 夫婦間の話し合い ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 夫婦間の話題 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の夫婦の会話時間：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の夫婦の会話時間：休⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の⺟親と⼦どもの会話時間：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○１⽇の⺟親と⼦どもの会話時間：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の⺟親と⼦どもの会話時間：休⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の⽗親と⼦どもの会話時間：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の⽗親と⼦どもの会話時間：休⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 夫婦で同じ空間にいる時間：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

婦 じ 時 休・ 夫婦で同じ空間にいる時間：休⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の夫婦のメール・SNS等でのやりとり回数：平⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ １⽇の夫婦のメール・SNS等でのやりとり回数：休⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 配偶者の呼び⽅ 〜 夫が妻を呼ぶ時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 配偶者の呼び⽅ 〜 妻が夫を呼ぶ時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 夫婦の就寝場所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

02.住環境
・ 住居形態 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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対象者区分を表⽰します

集計表の⾒⽅[データ①]

グラフ作成(詳細は6ページ) 回答率
1988年から2018年までの調査結果(％)です。
[－]は当該年度に聴取していない項⽬です。

質問項⽬インデックスに戻る

対象者区分を表⽰します。
(例⽰は｢妻40代｣の場合)

※±5pt基準で色

回答率（％） 妻全体との差

博報堂⽣活総合研究所
家族調査2018

妻 代
妻全体 妻年代別

グラフ作成 グラフ化する「項⽬番号」左横の選択欄をダブルクリック後、
下記ボタンを選択（1回で10項⽬まで選択可能）

妻職業別

←質問項⽬インデックスに戻る

1988年 1998年 2008年 2018年 18年 △+5pt以上

選択
欄

項目
番号 質問分野 質問項目

(365) (422) (173) (238) （pt） ▼-5pt以下

0001 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い 話し合う＜小計＞ 85.4 84.1 84.4 82.4 －3.5

ミ ケ シ 夫婦間 話し合 話し合わな ＜小計＞ ＋

妻40代
妻年代別 妻職業別

一括で作成（妻全体以外）

次0002 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い 話し合わない＜小計＞ 13.7 15.9 15.0 17.2 ＋3.2

0003 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い よく話し合っている 45.8 44.3 43.9 45.8 －3.1

0004 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い 時々話し合っている 39.6 39.8 40.5 36.6 －0.4

0005 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い あまり話し合わない 12.4 13.5 11.0 13.0 ＋2.4

0006 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い ほとんど話し合わない 1.3 2.4 4.0 4.2 ＋0.9

次
頁
へ
続
く

0007 01.コミュニケーショ夫婦間の話し合い 不明 1.0 0.0 0.6 0.4 ＋0.2

0008 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 夫の仕事や職場のこと 46.8 51.4 56.1 54.6 －7.0 ▼

0009 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 妻の仕事や職場のこと 20.0 27.5 31.8 39.1 －2.5

0010 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 日常の家事のこと 32.8 33.9 27.7 44.5 －0.6

0011 01 コミュニケーショ夫婦間の話題 日々の家計のこと 21 0 29 1 33 5 30 7 －0 90011 01.コミュニケ ショ夫婦間の話題 日々の家計のこと 21.0 29.1 33.5 30.7 0.9

0012 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 近所づきあいのこと 31.3 34.8 34.7 34.5 ＋3.9

0013 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 大きな買物やレジャーのこと 42.0 50.2 53.2 47.9 －1.1

0014 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 夫婦のお互いの趣味のこと 27.5 27.7 22.5 26.5 －3.8

0015 01.コミュニケーショ夫婦間の話題 夫の友人のこと 21.4 22.0 15.6 20.2 －4.2
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選択欄
グラフ作成時に使⽤します(詳細は6ページ)
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集計表の⾒⽅[データ②]

10年変化
1988年と1998年、1998年と2008年、
2008年と2018年の差です。
それぞれ±5ポイント基準で変化が
あるものに⾊と記号を付けています。

妻全体との差
2018年における表⽰中の対象者
区分と妻全体の差です。
±5ポイント基準で差があるもの
に⾊と記号を付けています。

30年変化
1988年と2018年の差です。
±5ポイント基準で変化があるものに
⾊と記号を付けています。

20年変化
1988年と2008年、
1998年と2018年の差です。
それぞれ±5ポイント基準で
変化があるものに⾊と記号
を付け ます

※±5pt基準で色・記号

妻全体との差 20年変化 30年変化10年変化 18年がMax／Min
3時点以上 聴取し る項⽬に

を付けています。

2018年 18年 △+5pt以上 88→98 △+5pt以上 98→08 △+5pt以上 08→18 △+5pt以上 88→08 △+5pt以上 98→18 △+5pt以上 88→18 △+5pt以上
18年が

(238) （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 （pt） ▼-5pt以下 Max/Min

82.4 －3.5 －1.3 ＋0.3 －2.0 －1.0 －1.7 －3.0 Min

17 2 ＋3 2 ＋2 2 0 9 ＋2 2 ＋1 3 ＋1 3 ＋3 5 M前

3時点以上で聴取している項⽬について、
2018年が最⾼値の場合にはMax、
最低値の場合にはMinと記しています。

以下のように、３時点のデータが揃っていない
場合は、記号はついていません。

17.2 ＋3.2 ＋2.2 －0.9 ＋2.2 ＋1.3 ＋1.3 ＋3.5 Max

45.8 －3.1 －1.5 －0.4 ＋1.9 －1.9 ＋1.5 0.0 Max

36.6 －0.4 ＋0.2 ＋0.7 －3.9 ＋0.9 －3.2 －3.0 Min

13.0 ＋2.4 ＋1.1 －2.5 ＋2.0 －1.4 －0.5 ＋0.6

4.2 ＋0.9 ＋1.1 ＋1.6 ＋0.2 ＋2.7 ＋1.8 ＋2.9 Max]

前
頁
よ
り
続

場合は、記号は いていません。

・2018年のデータのみ(2018年から質問開始)
・2008年と2018年のデータのみ

(2008年から質問開始)

0.4 ＋0.2 －1.0 ＋0.6 －0.2 －0.4 ＋0.4 －0.6

54.6 －7.0 ▼ ＋4.6 ＋4.7 －1.5 ＋9.3 △ ＋3.2 ＋7.8 △

39.1 －2.5 ＋7.5 △ ＋4.3 ＋7.3 △ ＋11.8 △ ＋11.6 △ ＋19.1 △ Max

44.5 －0.6 ＋1.1 －6.2 ▼ ＋16.8 △ －5.1 ▼ ＋10.6 △ ＋11.7 △ Max

30.7 －0.9 ＋8.1 △ ＋4.4 －2.8 ＋12.5 △ ＋1.6 ＋9.7 △

]続
く

30.7 0.9 ＋8.1 △ ＋4.4 2.8 ＋12.5 △ ＋1.6 ＋9.7 △

34.5 ＋3.9 ＋3.5 －0.1 －0.2 ＋3.4 －0.3 ＋3.2

47.9 －1.1 ＋8.2 △ ＋3.0 －5.3 ▼ ＋11.2 △ －2.3 ＋5.9 △

26.5 －3.8 ＋0.2 －5.2 ▼ ＋4.0 －5.0 ▼ －1.2 －1.0

20.2 －4.2 ＋0.6 －6.4 ▼ ＋4.6 －5.8 ▼ －1.8 －1.2
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グラフの作成⽅法

①グラフ化したい質問項⽬の選択欄をダブルクリック
各質問項⽬の項⽬番号の左横にある｢選択欄｣をダブルクリック
(10項⽬まで選択可能)。
※選択するとセルが⻩⾊に変わり、選択順に数字が表⽰されます。

②対象者区分ボタンをクリック
対象者区分ボタン(妻全体、妻年代別など)をクリックすると、
グラフが出⼒されます。

％
グラフイメージ

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0
％

＜メモ欄＞

①妻全体

項目番号 質問分野 質問項目 1988年 1998年 2008年 2018年
(1 185人) (1 200人) (600人) (630人)01 コミ ニケ

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

(1,185人) (1,200人) (600人) (630人)
53.6 57.7 60.5 61.6

(1,185人) (1,200人) (600人) (630人)
20.5 24.8 31.2 41.6

(1,185人) (1,200人) (600人) (630人)
34.8 36.6 33.2 45.1

(1,185人) (1,200人) (600人) (630人)
22.3 28.4 32.3 31.6

(1,185人) (1,200人) (600人) (630人)
37.4 38.4 34.0 30.6

0012 01.コミュニケー
ション

夫婦間の話題 近所づきあいのこと

0010 01.コミュニケー
ション

夫婦間の話題 日常の家事のこと

0011 01.コミュニケー
ション

夫婦間の話題 日々の家計のこと

0008 01.コミュニケー
ション

夫婦間の話題 夫の仕事や職場のこと

0009 01.コミュニケー
ション

夫婦間の話題 妻の仕事や職場のこと
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利⽤上のルールと留意点

家族調査 集計表･平均値⼀覧について
■集計表の回答率(％)は、すべて⼩数第⼆位を四捨五⼊し、⼩数第⼀位までを表⽰しています。
■平均値⼀覧の単位は(回)(万円)など( )内に記載。値は⼩数点第⼆位までを表⽰しています。
■質問対象者を絞り込んだ項⽬については、該当者を[ ]で明記してあります(例. [⼦どものいる世帯ベース]など)。[ ] ( [ ] )
■データ欄の[－]は、当該年度に聴取していない項⽬です。

著作権などについて
■集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報にかかる著作権などの⼀切の( )

権利は、株式会社博報堂に帰属します。
■ユーザーの⽅々は、これらの情報を表⽰、複製、掲載、印刷などをすることができます。
■ただし、集計表やグラフ作成プログラム、調査票の質問⽂⾔など｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報そのものを改変

することは認められません。する と 認められま ん。
■また、ご利⽤の場合には、出典として【博報堂⽣活総合研究所｢家族調査｣】を必ず明記してください。

保証及び責任制限について
■集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報の利⽤は、ユーザーの⽅々の集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調査｣に含まれる 切の情報の利⽤は、ユ ザ の⽅々の

責任において⾏われるものとします。
■当研究所は、ユーザーの⽅々が⼊⼿された集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調査｣に含まれる

⼀切の情報により発⽣した、あらゆる損害に関して⼀切の責任を負いません。
■当研究所は、集計表(グラフ作成プログラムを含む) や調査票など｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報について掲載する当研究所は、集計表(グラフ作成プログラムを含む) や調査票など｢家族調査｣に含まれる 切の情報について掲載する

内容の全部⼜は⼀部をユーザーの⽅々へ事前の告知なしに変更する場合があります。なお、そのことは当研究所が集計
表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報を更新することをお約束するもので
はありません。また、ユーザーの⽅々へ事前の告知なしに集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など｢家族調
査｣に含まれる⼀切の情報の提供を休⽌、あるいは停⽌することがあります。
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査｣に含まれる 切の情報の提供を休⽌、あるいは停⽌することがあります。
■ユーザーの⽅々のコンピューター環境などや他の理由により、集計表(グラフ作成プログラムを含む)や調査票など

｢家族調査｣に含まれる⼀切の情報を正常にご利⽤になれない場合があります。
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